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は　じ　め　に

　地方国立大学には歯学部がないところが多く，金沢
同様，山梨にも歯学部は存在しない．医学部の中の歯
科口腔外科は，組織の中で唯一の歯科医学の研究，臨
床及び教育を一手に引き受けるべき部署となってい
る．ただ，いくつかの科，講座が集合した歯学部 (通
常，歯学部の中に，口腔外科，矯正科，補綴科，保存科，
小児歯科，歯科放射線科などが存在する) に比べ，医
学部歯科口腔外科は規模も非常に小さいく，人員も少
ない割には，多種多様な歯科口腔外科疾患を扱わざる
を得ない．この状況は，私が以前在籍させていただい
た金沢大学も，ここ山梨大学も同じであり，非常に苦
労を要している．しかし，歯科口腔外科の独自性を追
求しながら，医学の発展に貢献できるように研究を
行っている．
　当科では，口腔癌，顎変形症及び歯科インプラント，
さらに法歯学および疫学調査にも研究の幅を広げて
いるので，その概要の一部を紹介する．

口腔癌

　現在の口腔癌の治療は，抗分子標的薬の登場もあり
様々な集学的治療が行われているが，残念ながら予後
の飛躍的な改善はない．根治的治療の第一選択は，外
科切除術であるが，術後の審美性，会話，摂食・嚥下の
機能喪失により，社会性・生活の質の低下は免れず，
まだ改善すべきことが多いがん種と言える．また，な
かには浸潤・転移能の悪性度がとくに高い難治性口腔
癌や低悪性度のタイプまで色々とあるため，術前にそ
の悪性度を鑑別し，その個々の症例に応じたテーラー
メイド治療を選択することが肝要と考えている．そし
て，その判断に貢献し得る組織学的悪性度評価として
国内で頻用されている浸潤様式YK (山本・小浜 ) 分類
を提唱したのは，私の金沢大学入局時の教授であった

山本悦秀先生 (第二代教授，現名誉教授 ) でした．当
科においても，この浸潤様式の着眼点を重要視し，生
命予後と強く関連するYK分類を見抜いた俯瞰的 (マ
クロ的 ) な観点から，病理組織学的に高浸潤がんをさ
らに細分類化した集中的 (ミクロ的 ) な捉え方の両面
性を大切にして口腔癌の研究を発展させたいと考えて
いる．
　口腔扁平上皮癌の浸潤・転移能が最も高い浸潤様式
4D型は，他の浸潤様式とは異なり，上皮間葉移行を強
く呈していることが多くの研究で判明し，その裏付け
として，4D型においてSnail, Twistが高発現する一方
で，E-cadherin, tight junctionであるClaudin-7の減弱化
が生じていることを見出した1)．
　一方で，先行研究者らも多くの分子生物化学的手法
を用いて，口腔癌の浸潤機構の解明に精力的に取り組
んでいるが，実際には診断・治療応用になかなか結び
付いていない．そこで，私たちは，多くの口腔癌の病
理組織切片浸潤画像を，あえて私たち人間ではなく機
械学習が客観的に捉えた特徴量 (Feature Value) を利
用することに着想した．これまで臨床医・病理医が掴
めなかった浸潤様式の特徴量を洗い出し，本学の工学
部や基礎医学分野と連携し，画像から得られる情報と
網羅的な遺伝子情報の両面を融合させるBioinformatics
を推進した研究2,3)を行い，少しずつ成果を感じている
ところである．

顎変形症

　顎変形症の治療は，顎矯正手術を施行することで外
科的治療を行っている．その範囲は中顔面から下顔面
であるため，機能の改善だけでなく審美的な改善も要
求される．また，解剖学的にも複雑な部位であること
から，治療の影響は周囲の多くの範囲に波及を認める．
しかし，顎変形症の治療効果や合併症について，いま
だ明らかになっていないことが多数ある．そのため，
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われわれは術前後の骨形態の評価と共に，顎関節の形
態評価や咬合に関する機能評価を行うことで術前，術
後の変化を比較して治療効果や合併症について硬組織
や軟組織を含め検討している4,5)．
　また，近年では，3次元画像内に機能評価を入力する
ことにより有限要素解析を用いて顎骨形態の変化，特
に下顎頭の形態変化について詳細に研究を行ってい
る．この研究では，医学以外を専門とする方々の協力
が必須であり，山梨大学工学部の先生方と共に研究を
進めている．これまでは，詳細な3次元画像の作成に
難渋していたが，新しいデバイスやアプローチにより
3次元画像の構築が可能となりつつある6)．これによ
り，咬合変化による下顎頭への力学作用のシミュレー
ションがもう1歩で現実になろうとしている．顎矯正
手術後の顎関節の形態変化については，治療予後に大
きな影響を及ぼす症例があることから研究を進め，顎
関節への影響も考慮した治療となるように研究に励ん
でいる．

歯科インプラント

　歯科インプラント治療は，その有益性から急速に歯
科医療に浸透した分野である．一般的な治療となり，
どの歯科医院でも治療が受けられるものとなったが，
歯槽骨の量によっては，その難易度は大きく異なって
くる．そのため，基礎研究として，歯槽骨の増大や再
生に寄与するマテリアルの開発・評価を行っており，
臨床研究としてはインプラントの安定性に寄与する因
子について研究を行っている．基礎研究におけるマテ
リアルでは主に，Ultra violet (UV) 照射を用いて表面改
善を行うことで，生体活性を向上させる研究を行って
いる．金属ではその効果は広く知られており，生体内
で用いられるチタニウムではUV照射を用いた臨床応
用がなされている．しかし，それ以外の生体材料で用
いられる無機質材料やプラスチックのような有機物複
合体では，その効果が検討されていなかった．そこで，
生体材料にUV照射を行い，表面改善ならびに生体活性
の効果を検討した．その中でUV照射の有効性を認め
たunsintered hydroxyapatite/Poly-L-lactic acid (uHA/
PLLA)に対して，UV照射の有無によるvitroの細胞接
着試験，vivoにおける骨造成能の影響を評価し，有益
な結果を得た7,8)．今後も歯科インプラント治療を希望
する方は，増加することが考えられる．多くの方々に
治療が可能となるため，研究を通じて貢献できるよう
に尽力している．

法歯学

　身元不明者は，年齢，性別，血液型から身元を絞り
込んでいく．法歯学において，歯に含まれるアミノ酸
のラセミ化を利用した年齢推定法は正確な方法の一つ
として，利用されている．歯に含まれるアミノ酸のD
体とL体の比(D/L比)は，年齢依存的に増加すること
を応用した方法である．その一方で，70歳代以上の高
齢者を含む検量線についてはデータが不足しており，
未だ確立していない．特に，山梨県において，本分野
の需要が高く，歯科口腔領域の関与は必須である．
　そこで我々は，高齢者領域のアスパラギン酸ラセミ
化率について研究を行った．60歳以上の高年齢帯にお
いても，強い相関関係を認めが，60歳未満と比べて，相
関がやや低下し，推定と実年齢の差の分散が増加した．
この結果から60歳未満と60歳以上では，個人差が大
きくなることが示唆され，鑑定結果を解釈する際には
注意を要することが解った9)．
　アミノ酸のラセミ化における研究は，白内障やアル
ツハイマー病，近年では慢性腎不全といった慢性疾患
にも研究が及んでおり，今後の歯科分野への開拓にも
寄与する分野と思われる．

疫学調査研究：病院勤務歯科医師のメンタルヘルス
と日中の過度の眠気との関連

　近年，歯科医師の業務過多による長時間労働やメン
タルヘルスの不調が課題となっており，心身のストレ
ス等による日中の眠気増加が，集中力・判断力・作業
効率等の低下につながる可能性が懸念される．そこ
で現在当科では歯科医師の職場でのメンタルヘルス
向上に向けた研究を行っている．
　歯科医師を対象にした質問票調査を行い歯科医師
の労働時間やストレスと日中の眠気との関連性につ
いて分析した．国内の6つの大学病院へ勤務する歯科
医師を対象として指標を使用した日中の眠気度ESS 
(Epworth Sleepiness Scale; Johns MW. A new method 
for measuring daytime sleepiness. Sleep.1991; 9: 519-
524.)・職業性ストレス及び労働時間との関連性につい
て国内の大学病院に勤務する歯科医師を対象に調査研
究を行った．その結果，全体の半数以上 (63.9％ )が，
週平均労働時間60時間以上となっていた．ストレスに
ついては「対人関係ストレス」及び「イライラ感」「疲労
感」「不安感」「抑うつ感」「身体愁訴」において，これら
の要因を高く感じている群は日中強い眠気を感じるリ
スクが高かった．一方「仕事のコントロール度」「仕事
の満足度」が高いと日中の眠気のリスクは低い結果と
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なった．さらにパス解析では「人間関係ストレス」や
「抑うつ感」が日中の眠気リスクとの直接的な正の関
連を認め，一方「仕事の満足度」「仕事のコントロール
度」は間接的に日中の眠気のリスクと負の関係を示す
ことが分かった10)．
　今後はさらに詳細な調査研究を行い，歯科医師が最
も安全に診療を行えるメンタルヘルスの状態を実現
できる環境を模索していきたい．
　また，山梨大学医学部では山梨県において大規模な
エコチル調査が行われており，歯科口腔領域と他領域
との様々な疾患の関連性も調査している．

お　わ　り　に

　今回は，研究の一部の紹介をさせていただいた．ま
だ発展途上である研究がほとんどであり，今後は充実
した研究結果が得られるものと考えている．また，研
究は，各分野の垣根を超え，既存の概念にとらわれな
いことが重要であり，若い先生方の新しい発想力，活
力，将来性にかかっているといっても過言ではないと
考えている．上記内容は当講座の先生方が分筆して
いるのでご了承いただきたい (吉澤邦夫，諸井明徳，
井口蘭，馬場菜安奈 )．
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